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ズピニ鉤虫とアメリカ鉤虫の雄成虫の最も明瞭な鑑別

点は交接嚢の肋条（ray）の分岐状態である．しかし交

接嚢の断面が組織切片に現われた場合，複雑な断面像を

呈し，肋条の分析や，それらの同定の厄介なため種の鑑

別の困難な場合も起り得る．先に著者ら（1976）は両種

鉤虫の貯精雲とセメント腺中央部の横切像に差異を認め

報告した．今回は主要鑑別点の一つである交接嚢の横切

像における差異を観察したのでその所見を報告する．

材料と方法

材料および方法は前報（1976）と全く同様である．即

ち10％ホルマリン液固定保存の両種鉤虫の雄成虫を３分

割し，方向を定めてホルマリン液固定の肝蔵の小片には

さみ，型のごとくパラフィン包埋，５～７βの連続切片

とし，ヘマトキシリン，エオジン染色を行なった．材料

の多くは人体より駆虫剤で駆虫し，濾便で虫体を集めた

ものであるが，今回の材料には人体より十二指腸からフ

ァイバースコープで直接取出したアメリカ鉤虫の雄成虫

も含まれている．

成績

Figs、１，３，５，および７はズピニ鉤虫，Figs、２，

４，６，および８はアメリカ鉤虫のものである．後方よ

りsectionしているので，写真の左右はそのまま実際

の左右と一致している．Figs、２，４，６および８のア

メリカ鉤虫の像は右前から左後にかけて多少斜めに切ら

れており，右側に左側よりやや前方部位の構造が現われ

ている．

体躯末端部：ズピニ鉤虫では中央の体躯が腹側に突出

し，突出部の先端にcloaca(c）が開口している．cloaca

中には２コの交接刺の断端がみられる．体躯部（b）の

両側に側肋の基部（tl）と腹肋の基部（tv）が合体した

根幹部（tl＋tv）が体躯部（b）の幅とほぼ等しい径の断

面で現われる．背側の中央に背肋（td)，その左右に外背

肋（ed）の断面がみられる．

アメリカ鉤虫のcloaca先端部の横切像はズピニ鉤虫

と異なり，体躯部が交接雲の中央に終り，cloacaはその

背側に開口している．cloaca中には１コの交接刺の断

端がみられる（Figs、２，４)．アメリカ鉤虫には腹側に

前襄肋（pb）が１対あり，Ｆｉｇ．２では腹側に１対小さ

く現われており，Ｆｉｇ．４では左側で消失している．背

側には背肋（d）が分岐して左右１対の断面がみられる

(Figs、２，４)．左右の背肋間の膜状の角皮はＦｉｇ．４

の切片より後方levelのものでは消失し，背肋は左右の

lobeに離れて各１コずつ現われる．Ｆｉｇ．４の左側の背

肋（d）の断面と，側肋・腹肋の基部の合体した根幹部

（tl＋tv）の断面との間に角皮の孔が２コみられる．背側

の孔には筋質の断端がみられ，外背肋（ed）の断面であ

ることがわかるが，その腹側にあるやや大きな孔には筋

質の断端がみられず，この孔が何であるか同定し得なか

った．同じ角皮の孔がＦｉｇ．６の右側の側肋の基部（tl）

の背側に現われている．

交接嚢中央部：ズピニ鉤虫（Fig.５）では中央部に

体躯部（b）がわずかに存在し，cloacaに１対の交接刺

の断端がみられる．体躯の両隣は腹肋の基部（tv）で，

最も太い肋は外側肋（el）と中側肋（ｍｌ）の合体部(ｍｌ＋
＊昭和50年度一般研究（Ｃ）Ｎｏ．057033の研究補助金

を受けた．
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el）の断面である．その背方に後側肋（Pl）の断面が接

近して存在する背側には背肋が分かれ，断端が１対み

られる．外背肋の断面は背肋と後側肋の断面のほぼ中

央，ないし若干後側肋寄りに存在する．この部位におけ

るアメリカ鉤虫（Fig.６）のズピニ鉤虫と異なる点は，

(1)側肋の基部（tl）の断面が顕著に太い（２）ズビニ

鉤虫では側肋基部（tl）から最初，後側肋（pl）が分岐

し，断面は（pl)，（ｍｌ＋el）となるのに対し，アメリカ

鉤虫では最初,外側肋(el）が分岐するので，（pl＋ｍｌ)，

(el）となる．（３）アメリカ鉤虫では側肋基部（tl）から

外側肋（el）が分岐を始める部位の横断面（Fig.６）で

は腹肋の基部（tv）が腹腹肋（vv）と側腹肋（lv）に分

かれている．（４）同levelでは背側の膜質部分および

背肋（｡）は消失し，外背肋（ed）が中側肋十後側肋

(pl＋ｍｌ）に接近して存在する．（５）アメリカ鉤虫の

同levelでは体躯はみられない．

交接嚢亜先端部：両種鉤虫ともこの部位で背・腹側の

膜質部が消失し,左右２片のlobesに分かれている(Figs、

７，８)．ズピニ鉤虫（Fig.７）ではほぼ等大の後側肋

(pl)，中側肋（ｍｌ）および外側肋（el）の断端がほぼ等

間隔に並び，ｌｏｂｅは中央辺が最大幅を示し，それより

背，腹方向へ向って同程度に細くなっていく．アメリカ

鉤虫（Fig.８）では中側肋（ｍｌ）と後側肋（pl）の断

端が互に接近して存在し，この部位が最大幅を示す．

lobeは腹方へ向って徐々に細くなるが，背方には急に

細くなっている．

1950)．

交接嚢の形態は種によって変化し，特に肋条(ray）の

形態や分岐状態は種の分類や同定の主要な形質として利

用されている．ズピニ鉤虫とアメリカ鉤虫の交接嚢にお

ける差異は側肋（p１，ｍ１，ｅｌ）と背肋（ｔｄおよびｄ）の

分岐状態にみられ，ズピニ鉤虫では３本の側肋がほぼ同

じ太さと長さを有し，同様の角度で分岐しているが，ア

メリカ鉤虫では外側肋(el)が先に分岐し，他の２本（ｐＬ

ｍｌ）がこれより末端寄りで分岐し，先の方まで互いに接

近して走っている．ズピニ鉤虫の背肋基部は背側に１本

あり（Fig.１，ｔd)，その先端が２本に分かれ（d)，更に

その末端が３本に分岐しているが，アメリカ鉤虫の背肋

は基部で分かれ，左右１対存在し，各々は先端で更に２

分している．アメリカ鉤虫では交接嚢の腹側基部に前髪

肋（pb）が１対存在するが，ズピニ鉤虫ではこれを欠い

ている．また両種鉤虫とも交接刺は１対存在するが，ア

メリカ鉤虫の交接刺は先端部で左右のものが融合し，先

端は鉤状に曲っている（大鶴，1967)．

今回の交接嚢の横切像で上記の状態がよく観察され

た．交接嚢の断端で肋条の同定ができれば両種鉤虫の識

別は可能である．通常１片の断端で肋条を同定するのは

かなり困難なものと思われるが，Figs、２～８の写真で

示した各Ievelの肋条断面の位置と形態で肋条の同定，

判別はある程度可能となるだろう．体躯の末端部では

cloaca開口部の位置が両種の識別点となる.またcloaca

中に現われる交接刺の断端の数も役立つ．横切像にみら

れた両種鉤虫の差異はＴａｂｌｅｌに要約したとおりであ

る．

ズピニ鉤虫雄成虫の体躯末端は腹側に突出し，突出し

た腹側の先端にcloacaが開く．cloaca中には交接刺の

断端が２コ存在するアメリカ鉤虫では体躯末端が腹側

へ突出せず，cloacaは体躯の背側に開口している(Figs、

２，４)．左右の交接刺はcloaca中で融合し，cloaca

以後の断端では通常１コしか現われない．アメリカ鉤虫

では体躯と反対側（背側）の角皮中に肋条の断端（背

肋，ｄ）が１対みられる．ズピニ鉤虫では背側に３コの

断端（中央は背肋基部，ｔｄ；左右のものは外背肋，ｅｄ）

がある．アメリカ鉤虫では体躯の側腹側に１対小さな断

端（前嚢肋，ｐｂ）がみられるが，ズピニ鉤虫ではそのよ

うな断端はみられない．

体躯部分のみられない交接嚢の中央levelではアメリ

カ鉤虫において１対顕著に太い肋条の断端がみられる

(Fig.６，側肋の基部ｔ１，あるいは後側肋十中側肋ｐｌ＋

考察

交接嚢は形態学的には雄の尾部に存在する尾翼(cau‐

dalalae）の－種で，１対の側葉（laterallobes）と１

コの背葉（dorsallobe）から成り，角皮のcortical

layerとmatrixlayer中に数本の筋条が走っている．

ChitwoodandChitwood(1950）によれば，Dujardin

(1845）が記載用語として“bursa,,または‘`bell,’を

使用して以来，‘`bursa,，がStrongylina等のcaudal

alaeに対する形態学的用語として使用されてきたとい

う．Schneider(1866）はＡ"MosZomaやＭｃａＺｏ７の

ごとく尾端の後方にcaudalalaeを有する線虫に対し

``peloderan,,,尾端より前方にそれを有するものに対し

“leptoderan，，なるｔｅｒｍを用いている．一般に“ｂｕ‐

rsa'’はSchneiderのpeloderantypeのcaudalalae

に対して使用されているが，他のcaudalalaeに対して

も漠然と使用されている（ChitwoodandChitwood，

(８４）
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TablelMorphologicaldiHerencesofthecopulatorybursabetweenA"QyZosZo"ｚａ
ｃＪ"oae'ｚａＪｅａｎｄＮＢｃａｌＩｏ７ａ７"eγ/cα〃zｨsincrosssection

Level Ａ・cZz(CCJC"αZｅ ZVbame7zcα""ｓ
●

Theposteriorextermity

ofthewormbodyproper

Thebodyterminatesventrally・

Apairofsectionsofthespicules

arefoundinthecloaca，which

opensventrally・

Ｏｎｅｓｅｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅｄｏｒｓａｌｒａｙｏｒ

ｉｔｓｔrunkisfound・

Ｔｈｅｂｏｄｙｅｎｄｐｒｅｓｅｎｔｏｒａｂｓｅｎｔ・

Ｏｎｅｏｒｔｗｏｓｅｃｔｉｏｎｓｏｆｄｏｒｓａｌ

ｒａｙｓａｒevisibleSectionsofthe

lateralraｙｓａｒｅｓｍａＵｅｒｔｈａｎｔｈｏｓｅ

ｏｆＮ．α"ze7icａ７ｚｚｨ3．

Twoslenderlobes，eachwith3

equalsizesectionsoflateralrays

arrangednearlyatequalinterval．

Thebodyterminatescentrally，

Onesectionofspiculeisfoundin

thecloaca，whichopensdorsally・

Ｔｗｏsectionsofdorsalraysare

found．

Thecentralpartofthe

copulatorybursa

Ｔｈｅｂｏｄｙｅｎｄａｎｄｄｏｒｓａｌｒａｙｓａｒｅ

ａｂｓｅｎt・Sectionsofthelateralrays

arelarｇｅｒｔｈａｎｔｈｏｓｅｏｆＡ・azJocJc‐

"α雌Thetrunkoflateralraysis

usuallyfound・

Twostoutlobes，eachwith3secti‐

onsoflateralrays，２ｏｆwhichare

arrangedclosetogether．

Thesubterminalpartof

thecopulatorybursa

ｍｌ)．交接嚢末端近くの断端は左右のlobesに分かれ，

ズピニ鉤虫では各ｌｏｂｅの断面は細長く，その中に３コ

のほぼ等大な肋条の断端がほぼ等間隔に並ぶが，アメリ

カ鉤虫では左右のlobesはやや幅広く，側肋の３コの

断端のうち，２コが他の１コより接近して存在してい

る．

以上の特徴によって交接嚢が横切あるいはそれに近い

状態に切られた場合，両者の識別は十分可能である．

まとめ

交接嚢の横切像による鑑別点をズピニ鉤虫とアメリカ

鉤虫について観察し，以下の所見を得た．

１．ズピニ鉤虫の体躯末端部が腹側に突出し，突出し

た腹側の先端にcloacaが開いている．cloaca中には交

接刺の断端が１対みられる．アメリカ鉤虫の体躯末端部

は交接嚢にとりかこまれた中央に終り，cloacaはその

背側に開く．cloaca中には交接刺の断端が１コ存在す

る．

２．同部位の横切像ではズピニ鉤虫の背肋の断端が背

部正中に１コ，その左右に外背肋の断端が各１コ存在す

る．アメリカ鉤虫では背側に２コの背肋の断端がみら

れ，腹側，ないし側腹側に前嚢肋の小さな断端がl対み

られる．

３．交接嚢中央levelの横切像ではアメリカ鉤虫の側

肋の断端が太く顕著である．背肋はアメリカ鉤虫では消

失するが，ズビニ鉤虫では１コないし２コの断端がみら

れる．

４．交接雲亜先端部の横切像では交接雲は２コのlo‐

besに分かれて現われ,各断面はズピニ鉤虫では細長く，

その中に３コのほぼ等大の側肋断端がほぼ等間隔に並

ぶ．アメリカ鉤虫のlobesはやや幅広く，３コの側肋断

端のうち，２コは他の１コより接近して存在する．

本研究に種々ご教示，ご支援いただいた秋田大学鈴木

俊夫教授，材料の提供をいただいた新潟大学大鶴正満教

授，千葉大学横川宗雄教授，並びに京都府立医科大学吉

田幸雄教授に深謝致します．
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| Abstract j

MORPHOLOGICAL DIFFERENCES OF THE COPULATORY BURSA BETWEEN

ANCYLOSTOMA DUODENALE AND NECATOR AMERICANUS

IN CROSS SECTION

Yasumasa OHMORI

[Department of Parasitology, Akita University School

of Medicine, Akita, Japan)

Hiroyuki YOSHIMURA

{Department of Parasitology, Kanazawa University School

of Medicine, Kanazawa, Japan)

AND

Tomio YAMAGUCHI

{Departmerit of Parasitology, Hirosaki University School

of Medicine, Hirosaki, Japan)

The structure of the copulatory bursa is different in each nematode species and is of

great importance in taxonomic diagnoses. However, the bursa often shows somewhat compli

cated figures in cross section and may give rise to difficulty in identifying species.

In this study, the morphological differences of the bursa were investigated in cross section

between Ancylostoma duodenale and Necator americanus with the purpose of differentiating

between these important parasites in the pathological section.

The differences are summarized in Table 1, and the morphological features are shown in

Figs. 2-8.

The position of the body end to the bursa and characteristics such as position, number,

size, shape, etc. of the dorsal and the lateral rays of the bursa are thought to be very useful

in distinguishing one species from the other in cross section.

( 86 )
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ExplanationofFigures

Fig、１ＡdiagramofthecopulatorybursaofA･amocJc"α比

Figs、２＆４SectionsthroughsubterminalportｌｏｎｏｆｃｌｏａｃａｏｆＮ．αﾉ"cγにα""s・

Ｆｉｇ．３Asect1onthroughposteriorextreｍｉｔｙｏｆｔｈｅｂｏｄｙｐｒｏｐｅｒｏｆＡ．‘"CCJC"α〃．

Ｆｉｇ．５Asectlonthroughmid-leveloftheｂｕｒｓａｏｆＡ・ヒルo‘e"α必

Fig6Asect1onthroughmid-leveloｆｔｈｅｂｕｒｓａｏｆＺＶ．α"Jc7-z(ｱα"/4s、

Ｆｉｇ．７Asectlonthroughsubterminalpｏｒｔ１ｏｎｏｆｔｈｅｂｕｒｓａｏｆＡ，cJzｲoac"α上

Ｆｉｇ．８Asect1onthroughsubterminalporｔｉｏｎｏｆｔｈｅｂｕｒｓａｏｆ」V、α"zcﾉｰﾉcα刀"s・

Abbreviations

b：ｂｏｄｙｏｆｔｈｅｗｏｒｍ；ｃ：cloaca；。：dorsalray；ｅｄ：externodorsalray；ｅｌ：externolateral

lv：lateroventralray；ｍｌ：medioventralray：ｐｂ：prebursalray；ｐｌ：posterolateralray；ｔｄ：b

ofdorsalrays；ｔｌ：trunkoflateralrays；ｔｖ：ｔｒｕｎｋｏｆｖｅｎｔｒａｌｒａｙｓ；ｖｖ：ventroventralray．

ｂ：ｂｏｄｙｏｆｔｈｅｗｏｒｍ；ｃ：

1Ｖ：lateroventralray；ｍＬ

ｏｆｄｏｒｓａｌｒａｙｓ；ｔｌ：trunk

Scales：Ｕｓｅｔｈｅｌｅｆｔｓｃａｌｅ

ｒａｙ；

trunk

ａｌｅｆｏｒＦｉｇｓ－３’５＆７

scalforFigs，２，４，６＆８Usetheright
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